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令和５年４月１２日
栃木市立皆川中学校

学校教育目標「自己実現」 校長 石田 正彦（文責）

令和５年度がスタート ～本年度もよろしくお願いいたします～

・私たち皆川中学校を見守ってくれている城山や藤川の菜の花と桜、花壇に咲いたチューリップたちが、
今年度入学する２３名の新入生を歓迎してくれています。新入生を迎え、令和５年度は、全校生徒が７０
名となりました。
・生徒たちは、それぞれの学年の始めに当たって、これからの学校生活に夢を膨らませています。生徒た

ちの「夢や希望」に応えられるように本校教職員一同、皆様から信頼されるような教育活動を進めて参り

ますので、ご理解・ご協力をお願い申し上げます。

・学校教育目標「自己実現」に向けて、学力向上を目指し充実した授業の実践、生徒が主役となる活発な
生徒会活動や部活動、創意ある学校行事等を展開して参ります。今年度も本校の教育活動にご理解・ご協

力をいただきますようお願い申し上げます。皆様に「信頼される学校」を目標に頑張りたいと思います。

令和５年度の職員組織です ～１年間よろしくお願いします～
役職・分掌・（教科）等 氏 名 役職・分掌・（教科）等 氏 名

令和４年度末～令和５年度始め 教職員等定期異動
・３月３１日(金)に離任式があり、今までお世話になった先生方とお別れをしました。そして、
４月７日（金）の新任式において、新たに先生方をお迎えしました。

転出した教職員 転入した教職員
氏 名 教科等 転 出 先 等 氏 名 教科等 前 任 校 等

＊ 転･退職された先生方、皆川中学校のために、本当にお世話になりました。ありがとうございました。



第１学期始業式【今年度の学校スローガン～未来に誇れる伝統を共に創る～】
・４月１０日(月)、入学式に先立ち、２・
３年生と共に第１学期始業式を行いました。
代表生徒が、進級にあたっての決意と抱負
を力強く述べました。学習や部活動、生徒
会活動、学校行事等への積極的な取組を誓

【２年代表：＊＊＊＊さん】 【３年代表：＊＊＊＊さん】 【今年度の学校スローガン】 う、やる気に満ちた２名の発表を聞いて頼
もしく感じました。式辞では、前日の入学式準備に対する生徒へのお礼、進級に対する期待、今年度
の学校スローガンを「未来に誇れる伝統を共に創る」を発表しました。昨年度、挑戦した学校における
行事、儀式、集会等のすべてを生徒に託し、教職員と共に創り上げていくことを約束しました。

【１年１組集合写真】 【２年１組集合写真】 【３年１組集合写真】

入学式：２３名の新入生を祝う【入学おめでとう！】
・４月１０日（月）保護者
の皆様にご参列いただき、
入学式を挙行しました。男
子１４名、女子９名、合計
２３名です。新入生の入退
場の態度、担任の呼名に対

【新入生代表：＊＊＊＊さん】 【先輩代表：＊＊＊＊さん】 【新入生代表：＊＊＊＊さん】 する堂々とした返事、さらに
式辞等を聞く態度など、どの場面においてもたいへん立派でした。新入生の皆さんには皆川中学校の生
徒の一員とて、充実した３年間を過ごして、一人ひとりの個性を輝かせてほしいと思います。
・新入生「宣誓」では、中学校生活への大きな期待と自覚と責任をもって一生懸命がんばりたいという
決意を述べてくれました。また、式後に行われた生徒会による 対面式では、在校生代表による温かい
歓迎の言葉、そしてお世話になる先輩方への新入生「入学の言葉」を心を込めて立派に述べてくれまし
た。

第1学期 学級委員長・副委員長 の紹介（活躍を期待します）
・１学期の学級委員が選出されました。各学級の学級委員さんには、学級のリーダーシップを発揮して
もらい、素晴らしい学級づくりをしてほしいと思います。学級全員で力を合わせて、ぜひとも一人ひと
りが輝ける学級をつくってください。よろしくお願いします。【任命式は 4/12（水）に実施予定です。】

学年／学級 １年１組 ２年１組 ３年１組
学級委員長
学級副委員長

【まーちゃん'S トーク】･･･その１１

・「校歌は応援歌」･･･令和５年度もお世話になります。昨年度に引き続き、このコーナーを継続させて頂きます。さて、コロナ感染対策

につきましてても、感染者数が減少してきている状況です。（今週は、少し増加傾向でしたが･･･。）

・少しずつではありますが、以前のような状況に戻ることもありますが、改革してきたことも大切にしながら、１年間の教育活動を推進してい

きたいと考えております。皆様から「信頼される学校づくり」を目指し、地域の皆様、生徒と共に教職員一同も学校教育活動を頑張りま

す。１年間よろしくお願いいたします。

・私も定期異動により、現在に至るまで１０カ所の学校等に勤務してきました。その中で、唯一同じ学校に勤務できたのが、「皆川中学

校」です。各学校には校歌が存在しますが、私も自分が通っていた小・中・高・大学の校歌が心に染みついています。しかし、自分が

卒業したわけではないのに「皆川中学校校歌のメロディー」だけは、自然と出てくるのです。よく、先輩の先生方が、生徒に語っていた言

葉の中に「自分の学校の校歌は、自分自身の応援歌でもある」ということを思い出すことがあります。

・本校の校歌には、「城山、父、母、友、足なみ、希望に輝き、互いに手をとり、日本を興そう」等の言葉が刻まれています。ぜひ、皆

中の生徒たちにも、この素敵な校歌を「自分自身を鼓舞する応援歌」として、大切にしてほしいと思います。


